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もえあがるもえあがる  火火まつりまつり

　８月15日、活性化センターで令和６年度七ヶ宿
町二十歳を祝う会が開催されました。平成16年度
生まれの５名が出席しました。
　第１部では二十歳代表の佐藤花音さんが誓いの言
葉を述べ「どんな困難も乗り越えられる大人になり
ます。」と力強い決意を述べ、大きな拍手が贈られま
した。
　第２部では二十歳で実行委員の佐藤大丈夫さんと
松川寧々さんが司会を務めました。学生時代にお世
話になった恩師の村松徹也先生（現川崎中）と小椋好
行先生（現白石東中）にご出席いただき当時の懐かし
いお話とお祝いの言葉をいただきました。また、「わ
たしの二十歳宣言」では、小さいころの写真と家族
からのメッセージに感動しながら、これからの目標
や決意を緊張しながら発表しておりました。
　実行委員会による、七ヶ宿町ならではの手作りで
温かく思い出に残る二十歳を祝う会となりました。

出席者のみなさん
（５名）

№ 氏　　名 地区名
１ 髙橋　咲都　さん 横川
２ 佐藤大丈夫　さん 峠田
３ 武藏　のあ　さん 湯原
４ 佐藤　花音　さん 横川
５ 松川　寧々　さん 湯原

二十歳おめでとうございます二十歳おめでとうございます
令和６年度二十歳を祝う会令和６年度二十歳を祝う会

　８月24日、七ヶ宿ダム自然休養公園を会
場に第36回｢わらじで歩こう七ヶ宿｣の前夜
祭である｢七ヶ宿火まつり｣が開催されました。
当日は約3,000人の方々で賑わいを見せ、護
摩供（ごまく）という祈願を行い胸に秘めた願
い事を祈りました。
　火まつりの後には花火大会が行われ、約
1,000発の花火が七ヶ宿の夜を彩りました。
記念花火ではメッセージと共に花火が打ち上
げ、一夏の思い出となりました。

山伏一行が入場します

護摩焚きという四方祓いの儀式を行います

出店が立ち並び、大盛況の会場となりました

護摩木を燃やして祈願をします


